
会長就任にあたって
　　　　　財団法人　精神・神経科学振興財団

　　　　　　　　　　　　会長　杉田　秀夫

前会長、里吉榮二郎先生の後

任として４月１日から、私、

杉田が会長職をお引き受けす

ることになりました。国立精

神・神経センター発足当時か

ら、精神・神経疾患の研究促

進のために、財団の必要性が

検討されてきました。平成３

年に精神・神経振興財団が発足し、初代会長は名取禮

二先生、２代目が島薗安雄先生、３代目が里吉榮二郎

先生、そして私が４代目の会長ということになります。

　この財団の設立・運営にもっとも貢献されたのは前

会長の里吉先生でした。基本財産となる資金集め、発

足に関する事務的処理など里吉先生のご努力がなけれ

ば今日の財団はなかったといっても過言ではありませ

ん。里吉先生はまだまだお元気で、もっと長く会長と

しご活躍していただきたかったのですが、一身上のご

都合で勇退を決められました。その後の大役をお引き

受けし、責任の重さを痛感しています。

　財団も発足当時は２人の事務員だけで運営されてい

ました。それでも研究支援事業など精神・神経科学研

究の振興に大きな役を果たしてきました。ささやかに

スタートした財団ですが、現在では 3 つの委託事業（司

法精神医療等人材養成研修事業、自殺対策のための戦

略研究、こころの健康科学研究推進事業）をも担当し、

総勢 14 人の方が働いていると伺っています。財団の発

展は目をみはるものがあります。それも、前任の方々

の努力があったからだと思います。

　私は今まで筋ジストロフィーを中心とした筋疾患の

診療・研究に従事してきました。昭和 57 年から国立

精神 ･ 神経センターに勤務し、主に筋ジストロフィー

の研究を開始しました。私がセンターに赴任した頃は、

病気の原因はまったく分かりませんでした。10 年後の
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里吉先生と里吉病（全身こむらかえり病）
　

　精神・神経科学振興財団会長の里吉先生が３月３１日付けをもって、勇退されました。坐骨神経痛が思わしくなく、

動くと痛みがあるとのことです。顔色もよく、若々しく、どこが悪いのかと思うのですが、痛みはご本人しか分か

りません。まだまだ、活躍して頂きたかったのですが、ご病気とあれば仕方がありません。

　私が里吉先生に最初にお会いしたのは 1977 年のことですから、もう３０年以上も前のことになります。それよ

り以前も学会などでは遠くからお見かけしていたのですが、直接お会いして、話を伺うのは初めてでした。里吉先

生は当時東邦医科大学第四内科の主任教授で、私にとって雲の上の人でした。緊張して、教授室をノックすると先

生は自らドアを開けて、私を笑顔で迎えて下さいました。先生のお部屋をお尋ねした理由は、1978 年から開設され

る国立精神・神経センター神経研究所への就職面接試験だったのです。

　すごくお忙しいのに、私に１時間以上もいろいろとお話ししてくださいました。とくに患者さんひとりひとりを

大切に診察し、状態を把握し、もし腑に落ちなければ何回も診察し、さらに分からなければいろいろな人の意見を

聞くことを強調されたのです。すると、症状が似ている患者さんが何人か居ることが分かる、それを論文にするこ

とが必要だともいわれました。その当時は、日本人の論文は外国雑誌にはほとんど載ることがありませんでした。

でも Eijiro Satoyoshi の論文は外国雑誌に次々と掲載され、世界の里吉としてその名を馳せておられたのです。

　先生は数々の新しい病気を見つけられました。代表的な病気が「全身

こむらかえり病」で現在では里吉病とか里吉症候群の名前で教科書に載っ

ています。「全身こむらかえり病」、名前を聞いただけでも痛そうです。

その通りです。ほとんど一日中あちこちの筋肉がこむらかえりをおこす

のです。こむらかえりが強くて、骨折まですることもあります。筋肉

が縮んで骨が折れる。大の男が痛さに耐えかねて泣くのですから、なん

とも残酷な病気です。それに頑固な下痢を伴って衰弱します。さらに髪

の毛も抜けてきます。めったにない病気ですが、里吉先生がその病気を

世界で最初に報告されてから、つぎつぎと患者さんが見つかり、里吉先

生のところには全世界から患者さんについての問い合わせが来るように

なったそうです。先日（今年の３月の末）、先生のお部屋にうかがいまし

たら、会長を辞められるので部屋の片づけをしておられました。昔、国

昭和 62 年にアメリカボストン小児病院のクンケル博士が、筋ジストロフィーの中で一番重症であるデュシェンヌ

型の遺伝子をクローニングされ、ジストロフィンという蛋白が欠損していることがわかりました。翌年、私たちが

ジストロフィンは筋細胞膜に局在することを明らかにしました。その当時は研究費もほとんどなく、海外に成果を

発表する時はボーナスの大半を使用して行っていたことを思い出します。財団があって、研究助成を受けられたら、

どれほど勇気づけられるかわからないと思ったことでした。

　まだ財団は資金面で十分でなく、十分な研究助成や、広報活動をしているわけではありません。しかし若手研究

者への研究費助成金は増加しています。また若手医師、研究者を対象としたセミナーなども助成するようになって

います。

　財団がその存在価値を示し、ますます発展するように努力させていただくつもりです。
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